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1 － 2 　機　能
























































































2 － 1 　研究概要
　富士山科学研究所は
（ 1 ） 研究フィールドの主体を富士山とし、富士山に関
する研究にプロジェクトチームを構成し、戦略的
に取り組む研究（富士山研究）
（ 2 ） 各研究員が各自の専門性を活かし、富士山及び富
士山以外の地域研究に関する基礎的研究（基盤研
究）














































































































































































































































（男 7 女 2 ）
経口補水液
（男 6 女 2 ）
年齢、才 32.8 ± 8.6 32.5 ± 9.9
身長、cm 168.9 ± 6.4 170.0 ± 7.6
体重、kg 61.7 ± 7.6 63.1 ± 11.0
安静時HR、拍/分 83 ± 8.9 83 ± 8.4
最高HR、拍/分 155 ± 15.4 155 ± 9.8









































































　2015年 8 月 6 、 7 、 8 、 9 、11日の午前 9 時から午後





























撮影枚数に違いがないことが確認できた。図 2 に、 6 つ
の空間区分ごとに景観写真を集計した結果を示す。表 3
表 1 　 1 日当たりの撮影枚数（カッコ）内は 1 組当たりの撮影枚数
組数 よい景観 悪い景観 合　計
8 月 6 日 1 18（18） 5（ 5 ） 23（23）
8 月 7 日 1 12（12） 5（ 5 ） 17（17）
8 月 8 日 2 22（11） 27（13） 49（24.5）
8 月 9 日 2 29（14.5） 32（16） 61（30.5）
8 月11日 6 81（13.5） 121（20） 202（33.7）
合　 計 --- 162（13.5） 190（15.8） 352（29.3）
表 2 　撮影日時および撮影者、撮影枚数の分散分析表
平方和 自由度 平均平方 F値 P値 判定
因子A 416.33 11 37.85 0.71 0.71
因子B 32.67 1 32.67 0.61 0.45
誤差 588.33 11 53.48
全体 1,037.3 23
因子A：撮影日時および撮影者、因子B：撮影枚数、判定：* 5 ％、** 1 ％
図 2 　空間区分からみた景観写真の枚数
図 1 　 対象範囲（富士山保全推進課、山梨県道路公社か
ら提供された地図を加工して使用）
22




　図 3 によい景観の撮影位置、図 4 に悪い景観の撮影位







図 2 　 よい景観の撮影位置（図 1 の地図上に撮影位置を
重ねてプロットした）
表 3 　景観の種類と空間区分の分散分析表
平方和 自由度 平均平方 F値 P値 判定
因子A 65.33 1 65.33 0.54 0.50
因子B 6,029.7 5 1,205.93 9.92 0.01 *
誤 差 607.67 5 121.53
全 体 6,702.7 11
因子A：景観の種類（よい景観・悪い景観）、因子B：6種の空間区分、判定：*5％、**1％




















水準 1 水準 2 差 P値 判定
駐車場 民間施設 2.17 0.21
駐車場 公共施設 0.17 1.00
駐車場 歩行利用 3.33 0.01 **
駐車場 自動車利用 0.25 1.00
駐車場 それ以外 3.08 0.02 *
民間施設 公共施設 2.00 0.29
民間施設 歩行利用 1.17 0.81
民間施設 自動車利用 2.42 0.12
民間施設 それ以外 0.92 0.92
公共施設 歩行利用 3.17 0.02 *
公共施設 自動車利用 0.42 1.00
公共施設 それ以外 2.92 0.03 *
歩行利用 自動車利用 3.58 4.36×10－3 **
歩行利用 それ以外 0.25 1.00
自動車利用 それ以外 3.33 0.01 **
表 5 　多重比較検定（悪い景観）
水準 1 水準 2 差 P値 判定
駐車場 民間施設 0.83 0.98
駐車場 公共施設 0.33 1.00
駐車場 歩行利用 5.58 1.56×10－4 **
駐車場 自動車利用 0.25 1.00
駐車場 それ以外 4.50 3.44×10－3 **
民間施設 公共施設 1.17 0.91
民間施設 歩行利用 4.75 1.74×10－3 **
民間施設 自動車利用 0.58 1.00
民間施設 それ以外 3.67 0.03 *
公共施設 歩行利用 5.92 5.73×10－5 **
公共施設 自動車利用 0.58 1.00
公共施設 それ以外 4.83 1.38×10－3 **
歩行利用 自動車利用 5.33 3.27×10－4 **
歩行利用 それ以外 1.08 0.93































































図 2 　 過去 1 万年間の火口位置と最近2000年の溶岩流分
布（高田　2015および高田ほか　2014を簡略化）
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サブテーマ 3 　 火山災害を軽減するための予測手法の確
立
　火山災害を軽減するための予測手法の確立として、サ





















































































（ 1 ） 既存データの収集
  これまで報告された溶岩流、降下火砕物、火砕流堆積
物等について、基礎データを文献などから収集する。


















































































































































































































































には対数変換を行った群落高（ log（DHM+ 1 ） ）に対




























































（ 1 ） 地域レベル（富士北西麓）における蝶類群集への
温暖化の影響を考察する（暖地性種、寒地性種の
分布・動態の解明）。
（ 2 ） 地域レベル（富士北西麓）における蝶類群集への
外来種の侵入・動態を把握する（外来種の侵入過程、
動態、在来種との関係）。







































































































D1, D2 両側草原 5 〜10年前まで草刈
E1, E2 両側草原 長期管理放棄
　まず蝶類各種が周囲の景観、管理様式、花の種数にど
う反応するかを調べるために、景観（ 4 タイプ）、管理
























































































































の はNDVI（Normalized Difference Vegetation Index）
であり、このほか、雲や大気の影響を受けやすいという 
NDVI の 欠 点 を 改 良 し て 開 発 さ れ た 植 生 指 標EVI






SI, WI （VI＋SI＋WI＝ 1 ） で表される。ランドサット衛
星データから代表的な植生指数、VSW指数など各種の

























































































































／ 分；CON条 件、2,450±92ml／ 分；PL条 件、2,612±
112ml／分；BR条件、CON vs. PL；P＜0.001、PL vs. BR；
P＝0.066）。









































































































































































ジウム水溶液 0.1mgV/L、 1 mgV/L、10mgV/Lをそれ
ぞれ飲料水として与えて 5 ヶ月間飼育した。エサには精
製飼料を用いた。飼育期間中体重および飲水量を毎週測










月、 3 ヶ月、 5 ヶ月目にマウスを解剖して血液ならびに
各種臓器を摘出して、安全性の検討を行った。
　肝障害の指標となる血中のALT活性を測定した結果、



























































































































2014年 8 月 6 、 7 日に道の駅（なるさわ、富士吉田）、











































表 2 　 偏回帰係数とその有意性の検定（広場）＊5％，＊＊1％
変 数 偏回帰係数 t値 P値 判定
交 流 －0.152 －1.719 0.087
歴 史 文 化 －0.148 －1.738 0.083
落ち着いた環境 －0.194 －2.154 0.032 *
定 数 項 　8.985  31.484 6.191×10－95 **
表 1 　回答数と有効回答数、有効回答率
回収数 有効回答数 総合満足度（平均）
広 場 351 328 7.7
泉 ヶ 滝  70  66 8.4
な る さ わ 126 120 8.1
富 士 吉 田 101  99 8.1
河 口 湖 駅 209 179 7.9
表 3 　偏回帰係数とその有意性の検定（泉ヶ滝）＊5％，＊＊1％
変 数 偏回帰係数 t値 P値 判定
交 流 －0.400 －1.783 0.080
健 康 　0.506 2.328 0.024 *
歴 史 文 化 －0.252 －1.394 0.169
落ち着いた環境 －0.353 －2.007 0.050 *















変数 偏回帰係数 t値 P値 判定
限 界への 挑 戦 　0.209 　1.408 0.163
発 見 やスキル －0.257 －1.832 0.071
価 格・ 費 用 －0.220 －1.581 0.118
健 康 　0.215 　1.553 0.125
自 然 －0.415 －3.135 0.002 **
歴 史 文 化 　0.181 　1.300 0.198
落ち着いた環境 －0.314 －2.160 0.034 *
定 数 項 　9.110  16.199 1.618×10－26 **
表 5 　偏回帰係数とその有意性の検定（富士吉田）＊5％，＊＊1％
変数 偏回帰係数 t値 P値 判定
歴史文化 0.378 　2.017 0.048 *
話 題 性 －0.382 －2.353 0.021 *
気分転換 －0.797 －4.169 8.745×10－5 **
定 数 項 　9.552  17.285 8.953×10－27 **
表 6 　偏回帰係数とその有意性の検定（河口湖駅）＊5％，＊＊1％
変 数 偏回帰係数 t値 P値 判定
交 流 －0.202 －1.662 0.099
価 格・ 費 用 　0.155 　1.608 0.110
交通・アクセス －0.293 －2.639 0.009 **
自 然 　0.155 　1.345 0.181
気 分 転 換 －0.403 －3.196 0.002 **
日 本 最 高 峰 　0.138 　1.405 0.162


























変 数 偏回帰係数 t値 P値 判定
ご 来 光 0.560  2.233  0.026  *
歴 史 文 化 0.558  1.861  0.064 
宿 泊 施 設 1.042  2.423  0.016  *
動 植 物・自 然 0.644  2.144  0.033  *
登山道・遊歩道 0.624  1.763  0.079 
費 用・ 金 額 0.811  1.426  0.155 
準 備中の情報 0.803  1.285  0.200 
定 数 項 6.380  29.311  1.983×10－95 **
表 8 　偏回帰係数とその有意性の検定（泉ヶ滝）＊5％，＊＊1％
変 数 偏回帰係数 t値 P値 判定
ご 来 光 1.442 2.674 0.009 **
歴 史 文 化 1.674 2.314 0.024 *
動植物・自然 0.994 1.411 0.163
費 用・ 金 額 3.197 1.434 0.156
定 数 項 6.803 17.674 1.617×10－26 **
表 9 　偏回帰係数とその有意性の検定（河口湖駅）＊5％，＊＊1％
変 数 偏回帰係数 t値 P値 判定
ご 来 光 0.876 2.428 0.121
宿 泊 施 設 1.776 11.845 0.001 **
動植物・自然 0.947 4.797 0.030 **
サ ー ビ ス 0.779 2.007 0.158
費 用・ 金 額 0.694 1.699 0.194
地 域 の自 然 －5.738 6.362 0.012 *




































































































































































































































図 1 　 本研究で用いた山中湖、河口湖の湖底堆積物の採
取地点。



























（ 1 ） 年代既知の溶岩が保持している岩石磁気方位を測
定し、富士山周辺域の古地磁気方位のデータベー
スを作成する。































































































































段階の選択肢（ 1 〜 4 点）を、環境配慮意識・行動に関


























表 2 　富士山の環境保全に対する意識調査の結果 ※有効回答数500
53




































































　 3 ． ELAN（http://tla.mpi.nl/tools/tla-tools/elan/）
により発見時刻の抽出（画像と音声で確認）































































水林道へ続く延長約27kmのコース（図 1 ）を 5 月、7 月、



























































図 3  　 密度指標の相関関係。左が 9 月の糞塊数×撮影
数、右が11月の目撃数×撮影数。




















































































　今年度の研究では、湖岸 5 地点、湖心 7 地点から打ち
込み式柱状採泥器を使い表層堆積物を採取し、堆積物の
堆積学的特徴を調べた。その結果、東（中央）湖盆（図













































































































































































































表 2 － 1 　各種水試料の酸素および水素安定同位体比の統計値




































































































図 2 　 山梨県における傾斜角度35度以上の分布と2014年
2 月に雪崩の発生した箇所


















2 月14日は 2 月にしては気温が高く、四合目上の気象観
測においても深夜にも関わらず 0 ℃を上回っていた（図
4 a）。前日夜から雨が降り続いており、河口湖では 2 月
13日から14日に日付が変わる頃、降水量がデルタ関数的
に急激に増加したことが分かる（図 4 b）。






















れ た2016年 2 月13日
13時の写真
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8 人（ 2 ％）となった（図10）。総じて、富士山保全協

























































































































































3 ） 新 村 出 編（1998）： 広 辞 苑 第 五 版： 岩 波 書 店，
1022pp.
















　 8 月 6 〜10日（木〜月）の期間に調査を実施し、計
576人から回答を得た。調査は頂上を目指して登山し、
下山してきた者を対象とする面接式アンケート調査であ
り、午前 8 時30分から午後 1 時の間 に行った。回答時

































































































（ 1 ）事前評価　 9 件































































2 － 3 　セミナー
























































































2 － 3 － 4 　第17回富士山セミナー
平成27年12月 5 日（富士山科学研究所）













































































































































































































































2 － 7 　研究成果発表













































































































































世 界 屋 上 緑 化 会 議 名 古 屋 大 会2015　 報 告．Garden 





























































































































tures of  two  large eruptions  from Cotopaxi volcano 









































2 － 7 － 2 　口頭・ポスター発表
［自然環境研究部］
○中野隆志













































































































































Kikuchi, S., Koshimizu, H.（2015）Examination of combi-
































































































































































De Batist, M., Heyvaert, V., Hubert-Ferrari, A., Fuji-
wara, O., Shishikura, M., Yokoyama, Y., Brückner, H., 
Garrett, E., Boes, E., Lamair, L., Nakamura, A., Miyairi, 
Y., Yamamoto, S.（2015）New geological evidence of past 
earthquakes and tsunami along the Nankai trough, Ja-
pan. AGU Fall Meeting 2015（San Francisco, USA）  
Lamair L., Hubert-Ferrari A., Boes E., Schmidt S., Ya-
mamoto S., Fujiwara O., Miyairi Y., Yokoyama Y., De 
Batist M., Brückner H., Heyvaert V., Garrett E., the 
QuakeRecNankai Team（2015）The last 300 years sedi-
mentation in Fuji lakes: the impact of natural disasters 
with a special focus on earthquakes. XIX INQUA（In-
ternational Union for Quaternary Research）Congress
（Nagoya, Japan）
Lamair L., Hubert-Ferrari A., Boes E., Yamamoto S., 
Garrett E., Fujiwara O., Yokoyama Y., De Batist M., 
Heyvaert V., the QuakeRecNankai Team（2015）Late 
Holocene History of the Fuji lakes（Japan）. XIX 






























































































































































































































2 － 9 　出張講義等
平成27年














































































































































































































































































































































































































































































































































































































































「Mount Fuji as Sacred Summit and its Economical 
Production」
小笠原　輝（環境共生研究部）














































































3 － 1 　環境教育・情報活動























































































講座（ 1 ）・専門講座（ 2 ）・専門講座（ 3 ）・専門講座（ 4 ）・
104












































































































































































































































































































































































調査期間：平成27年 3 月〜 4 月（参加校数：118校）
3 － 2 　広報・交流活動











































研究部）（Vol.19 No. 1 ）
「富士山を特徴づける森林限界の動態」．安田泰輔（自






研究部）（Vol.19 No. 4 ）
トピックス
「自然公園としての富士山－ 6 〜地域との協働による
自然公園管理〜」（Vol.19 No. 1 ）
公開講座「世界遺産としての富士山の保全を考える」
（Vol.19 No. 2 ）
公開講座「国際シンポジウム・ワークショップ2015〜
火山地域の観光と防災〜」（Vol.19 No. 3 ）




て〜」（Vol.19 No. 1 ）
「秋の自然観察〜どんぐり〜」（Vol.19 No. 2 ）
「冬の星空を楽しみませんか？」（Vol.19 No. 3 ）
「さくら、桜、サクラ！」（Vol.19 No. 4 ）
マツボックリ通信
「人材育成事業について」（Vol.19 No. 1 ）
「地域環境観察：春の自然と山野草観察会」（Vol.19 
No. 2 ）
「地域環境観察：秋の北麓自然観察会」（Vol.19 No. 3 ）
その他
イベント情報（Vol.19 No. 1 〜 4 ）

































3 － 2 － 2 　交流事業
1 　出張講義事業
　各種団体からの講師派遣依頼に対応した（出張講義リ





































































































































































































































































第 3 回　平成28年 1 月 9 日（土）13：30〜16：00
　富士北麓の自然と草原性のチョウ類
　　大脇　淳（山梨県富士山科学研究所　研究員）
第 4 回　平成28年 1 月30日（土）13：30〜16：00
　野生動物管理の実際
　　小平真佐夫（山梨県富士山科学研究所　研究員）

















































































































































































































　　臨 時 職 員　　秋　山　日香里













　　臨 時 職 員　　勝　俣　英　里








　　臨 時 職 員　　遠　藤　淳　子








　　臨 時 職 員　　笠　井　明　穂
　　臨 時 職 員　　野　澤　すみれ































































平成 9 年 4 月 1 日　組織発足
　　　　　　30日　竣工式

















































温    室 鉄骨造り  地上 1 階 101.286㎡
ポーチ屋根 鉄骨造り 17.6㎡
合　　　　計 6,318.079㎡
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